































et al, 2006, p.694）に基づいて、組織学習を探索
（exploration）的な性格を有するものと活用
（exploitation）的な性格を有するものとに区分



























年 2 月 17 日に東証 1 部・2 部上場の製造企業
の事業部長またはカンパニー社長 1,153 名を対
象として、同年 3 月 3 日を投函期限とした郵送
質問票調査を実施した。投函期限後も数通の回
答があり、最終的な回答数は 126 通であった。
このうち空欄の多い 1 通の回答を除いた 125 事
業部が、今回の分析のためのサンプルである。
回答率は 10.8％である。回答者の勤続年数の平












は、Mom et al. （2007）に基づき、11 の質問項






































































式化の程度については、Jansen et al. （2006）の
なかから、7 つの項目について、事業部の現状
と 1 を「全く異なる」ことを、7 を「全くその
とおり」とした 7 点リッカートスケールで尋ね
た。プロマックス回転を伴う主因子分析を行
















































































































































































ついては、Jehn and Mannix （2001）に基づいて、
以下に示す 9 つの質問項目について、1 を「全








































































































































































































































































































果、Bisbe and Otley の質問票調査同様に、ステー
トメント a だけが異なる因子に寄与しているこ
とが判明した（図表 16 参照）。
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